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市営住宅使用料の過誤徴収について行政報告を申し上げます。 

 

１ 市営住宅使用料の過誤徴収について 

 市営住宅使用料の過誤徴収についてでありますが、平成８年５月31日の公営住宅法の一部改

正に伴い、定額方式の家賃から住戸面積などを基に算定する応能応益方式の家賃へと変更され

ております。 

 本年２月に工事図面を基に床面積の確認を行ったところ、西の里団地18号棟と19号棟の16

戸について算定を誤り、平成10年４月１日以降これまでの間の家賃が過大な徴収となっており

ました。 

 入居者の皆様には ３月16日に直接、お伺いをし、陳謝申し上げるとともに過大となった家

賃の返還手続きなど、今後の対応につきましても、ご説明をさせていただいたところでありま

す。 

 入居者並びに市民の皆様に多大なご迷惑をおかけしたことに対しまして、深くおわびを申し

上げます。 

 今後、再発防止に向け、職員の指導を徹底するとともに、管理体制及び事務処理の改善に努

めてまいります。 

 なお、今定例会において返還に必要な経費の補正予算を追加提案させていただいたところで

あり、よろしくお願いを申し上げます。 

 

 

 以上、申し上げ、行政報告といたします。 


